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＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

2.41 2.02

令和２度実施のアンケート結果では、必要度」が低く、「満足
度」が高い「見直し領域」に位置しており、目標達成の状況や
サービスの供給量を検証する必要があります。

市民意識調査
結果分析

「必要度」が低く「満足度」が高い点については、市内全地域
で地域振興協議会の設置が完了したことが大きな要因と考
えられます。「見直し領域」に位置している点からも、少子高
齢化が進む中で、より地域の抱える課題の解決につながる地
域活動のあり方や効果的な支援を行っていく必要がありま
す。

令和3年度以降
の課題

地域振興協議会は市内全域で設立され、その活動は新たなステージに立ったといえます。施策の最終目的である、地域で支え
あい、助け合いの環境づくりのため地域振興協議会が主体となり、生活支援事業の受け皿となるなど体制的な充実に取り組
む必要があります。そのためには事務局員などの人材の確保や地域の特色を生かした自主財源の確保などが求められてお
り、より効果的な支援を展開していくことが必要です。また、活動拠点の整備が必要な地域については順次、設置にへの支援
に取り組んでいきます。

指標の分析

市内１８地域全ての地域で地域振興協議会が設立され、集落支援員の設置による活動の充実が期待されるが、現時点で目標通り１２地域で
配置が行われており、今後、未設置の地域での人材の掘り起こしが必要となる。
共助の取り組み実施回数については、コロナ禍の影響でR2年度は各地域で活動の自粛が行われ目標に至っていない。コロナ終息後の活動
再開を期待するところである。

市民意識調査
結果

（R２調査）

領域名 必要度 満足度

見直し領域

共助の取り組み実施回数(年間)
防災関連、お年寄りの見守り活動、
子どもの健全育成活動、生活支援
活動(移動支援等)の実施回数

回
90

地域振興協議会への集落支援員の配
置【累計】

集落支援員が配置された地域
振興協議会の数

箇所
18

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

Ｒ5

まちづくり
の方針 地域の輪で心がかよい、市民が集うまち（地域の絆）

５年後の
めざす姿

いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう隣近所や地域で助けあい、地域の特徴や資源を活かし活性する「地域力」を高
め地域共生社会の構築に努めます。
地域活動として行われる祭り、伝統行事、スポーツ活動や防災活動など各種の取組を推進します。地域振興協議会を中心に子どもから高齢者
まで世代や性別を超え交流し、各種団体も連携することなどで地域の一体感の醸成を図り、顔の見える関係を築きながら地域活動の活性化を
推進するととも高齢者等の健康づくりや見守り、生活支援活動、児童見守りなど活動などの支え合い、助け合う仕組みづくりの構築を支援し
ます。
地域活動を担う人材の育成、地域の自主財源確保や生きがいづくりの推進など自立的な活動につながるよう支援を行い地域活動の拠点とな
る施設の整備、維持管理に努めます。

施策の
内容

①すべての地区に地域振興協議会の設置を促すとともに、地域間の住民の交流を図るため、複数の地域振興協議会による合同イベントを支援
及び地域内での支え合い、助け合いの「共助」の取組を支援します。
②主体的に活動ができる一定規模の自治会になるよう、統合再編を促します。
③地域振興協議会の活動拠点や地区集会所の整備に対し、必要な支援を行います。

コード Ⅱ-5-10 施策名 地域内交流・地域間交流

施策の
方針

みんながつながり支え合う

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

秘書・総合政策課 平山　博造 2110
（令和２年度）
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＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R1年度
実績

R2年度
実績

R3年度
見込み

1
秘書・総
合政策
課

○ 15,310 15,500 重点継続 ○

2
秘書・総
合政策
課

○ 21,306 159,768 重点継続 ○

3

4

5

6

7

8

9

10

36,616 175,268 - 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

-

実施年度 内部評価

令和５年度
実施予定

-

評価のコメント 外部評価

合計

進捗状況 全小学校区１８地域において、地域振興協議会が設立されました。施策の最終目的である、地域で支えあい、助け合いの
環境づくりのため地域振興協議会が主体となり、生活支援事業の受け皿となるなど体制的な充実に取り組む必要があ
ります。活動の濃淡が見受けられることから、協議会の研修や交流を通じた刺激の場づくりが必要です。１０、２０年先に
地域がどうなるか見据え、引き続き効果的な支援が必要です。

課長評価

順調
最重点施策であり、

来年度強化する

コミュニティセンター整
備管理事業

・地域振興協議会の拠点施設の整備
及び維持管理
・R２整備事業：下南地区、川登地区

課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

地域振興協議会活動推
進事業

・地域振興協議会運営支援（集落支
援員の配置、情報提供、活動等の発
信）
・活動補助金による地域振興事業へ
の支援

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）


